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　瑞穂市議会議員選挙は、４月２６日に開票
結果が発表され、見事５期目の当選を果た
す事が出来ました。ご支援頂きました会員
の皆様に感謝申し上げます。

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
人
々
の

暮
ら
し
や
健
康
・
生
命
を
脅
か

し
ま
し
た
。
ウ
イ
ル
ス
と
い
う

目
に
見
え
な
い
「
敵
」
に
対
し

て
、
我
々
は
為
す
術
が
あ
り
ま

せ
ん
。
「
三
密
」
に
よ
る
接
触

を
避
け
、
自
分
自
身
あ
る
い
は

自
分
の
周
り
の
人
た
ち
に
ウ
イ

ル
ス
が
感
染
し
な
い
よ
う
予
防

す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
イ

ル
ス
を
克
服
す
る
に
は
、
治
療

法
の
確
立
と
ワ
ク
チ
ン
の
開
発

が
必
要
で
す
が
、
ま
だ
暫
く
時

間
が
か
か
り
そ
う
で
す
。
日
本

の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
京
都
大
学
の
山
中
伸

弥
教
授
は
「
長
期
戦
を
覚
悟
す

べ
き
」
と
訴
え
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
ぎ
で
は
、

医
療
体
制
の
在
り
方
や
人
の
命

と
経
済
復
興
と
い
っ
た
課
題
が

い
く
つ
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
う
し
た
「
国
難
」

と
も
言
え
る
状
況
下
に
お
い

て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服

し
、
生
き
抜
い
て
行
く
た
め
に

は
何
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う

か
。
様
々
な
要
件
が
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
私
は
そ
の
ひ
と
つ
に

「
高
齢
者
の
知
恵
と
経
験
」
を

挙
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
戦
後
、
日
本
と
同
じ
敗
戦
国

で
あ
り
な
が
ら
奇
跡
の
経
済
復

興
を
成
し
遂
げ
、
70
歳
を
過
ぎ

て
首
相
の
座
に
就
い
た
西
独
の

コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

氏
は
、
米
大
統
領
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
氏
に
対
し
「
人
間
70
歳
に

な
ら
な
け
れ
ば
本
当
の
人
生
を

語
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と

語
っ
た
そ
う
で
す
。
戦
後
70
年

の
歳
月
を
か
け
て
我
々
が
育
ん

で
き
た
の
は
、
「
安
全
で
平
和

な
民
主
主
義
国
家
・
日
本
」
の

建
設
で
す
。
そ
の
国
民
の
力
が

今
ま
さ
に
試
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
の
で
す
。

　
こ
う
し
た
大
事
な
時
に
も
関

わ
ら
ず
、
安
倍
政
権
は
「
検
察

庁
法
改
正
」
を
目
論
見
ま
し
た

が
、
法
案
に
反
対
す
る
世
論
の

高
ま
り
に
加
え
、
東
京
地
検
・

黒
川
検
事
長
の
不
祥
事
が
発

覚
、
法
案
の
成
立
は
見
送
ら
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に
、
私
た
ち
が
未
来
に
向

か
っ
て
前
進
す
る
た
め
に
は
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題
の
み

な
ら
ず
、
目
の
前
に
あ
る
様
々

な
問
題
か
ら
目
を
背
け
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア

デ
ナ
ウ
ア
ー
氏
は
「
怒
り
を
持

て
、
そ
れ
も
私
憤
で
は
な
く
公

憤
を
」
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い

う
目
に
見
え
な
い
「
敵
」
に
対

し
、
我
々
も
ま
た
目
に
は
見
え

な
い
「
心
」
で
連
帯
し
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
や
困
難
か
ら
逃
げ
る

こ
と
な
く
、
闘
い
抜
く
決
意
を

固
め
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

新

　
「
壊
れ
て
遊
べ
な
く
な
っ

た
お
も
ち
ゃ
を
直
し
て
子

ど
も
達
に
渡
し
た
時
の
、子

供
た
ち
の
笑
顔
が
う
れ
し

く
て
た
ま
ら
な
い
。」
と
語

る
堀
さ
ん
。

　
き
っ
か
け
は
、学
生
時
代

に
始
め
た
プ
ラ
モ
デ
ル
や

ラ
ジ
コ
ン
カ
ー
作
り
の
趣

味
を
生
か
し
て
、近
所
か
ら

頼
ま
れ
る
時
計
な
ど
を
修
理
し
て
い
た
こ
と
。退
職

を
機
に
会
社
時
代
の
同
僚
に
誘
わ
れ
大
垣
市
の
お
も

ち
ゃ
病
院
に
参
加
し
、
2
0
1
7
年
か
ら
安
八
町
で

地
元
の
仲
間
と「
お
も
ち
ゃ
病
院
」を
立
ち
上
げ
た
。

　
中
に
は
、
修
理
で
き
な
い
お
も
ち
ゃ
や
不
要
に

な
っ
た
お
も
ち
ゃ
を
引
き
取
り
、
仲
間
と
知
識
や
知

恵
・
経
験
を
駆
使
し
て
直
し
、
福
祉
施
設
な
ど
に
寄

贈
し
て
い
る
。

　
今
後
も
仲
間
を
増
や
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
言
わ
れ
た
。

子供たちの笑顔あふれる「おもちゃ病院」
安
八
郡
安
八
町
で
活
動
す
る
　
　
　

「
堀
　
弘
さ
ん
」を
紹
介

Topics

業
を
煮
や
し
た
家
康
が
「
何
か

望
み
の
物
が
あ
る
で
あ
ろ
う
、

申
し
て
み
よ
」
と
扇
子
で
膝
を

叩
い
た
。そ
の
瞬
間
に
扇
子
の

紙
の
部
分
が
抜
け
て
五
兵
衛
の

前
に
飛
び
、
骨
の
部
分
だ
け
が

家
康
の
手
元
に
残
っ
た
。す
る

と
家
康
は
そ
の
骨
の
部
分
を
五

兵
衛
に
差
し
出
し「
五
兵
衛
、以

降
は
こ
れ
を
そ
ち
の
定
紋
と
せ

よ
。な
お
禄
高
は
三
千
石
を
加

増
し
五
千
石
と
す
る
」
と
伝
え

た
。こ
れ
に
感
激
し
た
五
兵
衛

は
、
そ
の
場
に
飛
ん
だ
扇
の
紙

の
部
分
を
も
ら
い
受
け
、
骨
は

家
康
の
言
葉
通
り
徳
山
家
の
定

紋
に
、
扇
面
は
三
枚
に
組
ん
で

菩
提
寺
の
定
紋
に
定
め
以
降
に

伝
え
た
と
い
う
。』

　
さ
て「
徳
山
村
異
聞
」い
か
が

で
し
た
か
。現
在
で
は
湖
底
に

沈
ん
で
し
ま
っ
た
徳
山
村
。私

た
ち
は
郷
土
史
な
ど
で
し
か
、

往
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
が
、
五
兵
衛
と
家
康

の
や
り
取
り
か
ら
は
、
当
時
の

武
士（
も
の
の
ふ
）た
ち
の
生
き

ざ
ま
や
考
え
方
が
伝
わ
っ
て
来

る
よ
う
で
、
現
代
社
会
を
生
き

る
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
心
に

響
く
内
容
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。

　
一
級
河
川
・
揖
斐
川
は
濃
尾

平
野
を
流
れ
る
木
曽
三
川
の
ひ

と
つ
で
、
大
垣
市
な
ど
を
貫
流

し
伊
勢
湾
に
注
い
で
い
ま
す
。

大
垣
市
は
こ
の
揖
斐
川
を
始
め

と
し
て
複
数
の
河
川
が
流
れ
て

お
り「
水
都
」と
称
さ
れ
て
来
ま

し
た
。し
か
し
古
来
よ
り
水
害

多
発
の
地
帯
で
も
あ
り
、
揖
斐

川
の
治
水
は
流
域
住
民
の
悲
願

で
も
あ
り
ま
し
た
。戦
後
の
河

川
改
修
計
画
や
伊
勢
湾
台
風
な

ど
の
水
害
を
契
機
に
、
揖
斐
川

上
流
に
洪
水
調
節
用
ダ
ム
の
建

設
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

ダ
ム
の
建
設

を
巡
っ
て
、

さ
ま
ざ
ま
な

曲
折
は
あ
り

ま
し
た
が
、

2
0
0
8
年
の
10
月
3
日
に
、

多
目
的
ダ
ム
と
し
て
は
日
本
一

の
規
模
を
誇
る「
徳
山
ダ
ム
が
」

完
成
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
歴
史
の
一

方
で
、
徳
山
ダ
ム
の
建
設
に

伴
っ
て
徳
山
村
に
暮
ら
す
４
６

６
戸
・
５
２
２
世
帯
の
人
々
が

移
転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
と
い

う
事
態
が
起
き
ま
し
た
。激
し

い
反
対
運
動
な
ど
も
起
き
ま
し

た
が
、
補
償
交
渉
の
進
展
に

伴
っ
て
徐
々
に
沈
静
化
、
集
団

移
転
へ
と
推
移
し
て
行
き
、
２

０
０
１
年
に
は
全
て
の
住
民
が

離
村
し
、
98
年
間
の
村
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

徳
山
家
定
紋
の
由
来

　
図
―
１
は
領
主
徳
山
五
兵
衛

の
定
紋
、
図
―
２
は
そ
の
菩
提

寺
増
徳
寺
の
も
の
で
あ
る
。

　
『
徳
山
村
の
領
主
徳
山
五
兵

衛
（
と
く
の
や
ま
ご
へ
い
）
は
、

旗
本
格
で
は
あ
っ
た
が
、
領
地

は
徳
山
領
だ
け
で
あ
り
、
禄
高

は
二
千
石
で
あ
っ
た
。五
兵
衛

は
登
城
し
て
も
同
僚
の
者
た
ち

と
弁
当
を
共
に
し
な
か
っ
た
。

不
審
に
思
っ
た
同
僚
た
ち
が
質

し
て
も
、
は
ぐ
ら
か
し
た
り
袖

で
隠
し
た
り
す
る
。何
か
様
子

が
お
か
し
い
と
感
じ
た
同
僚
た

ち
が
問
い
詰
め
る
と
、
五
兵
衛

は
「
拙
者
の
領
地
で
あ
る
徳
山

は
奥
深
い
山
合
い
に
あ
る
た
め

耕
地
も
少
な
い
。そ
の
た
め
領

民
た
ち
の
食
す
る
も
の
は
稗

（
ひ
え
）・
粟（
あ
わ
）・
芋
の
類

い
ば
か
り
で
あ
る
。こ
う
し
た

領
民
た
ち
の
暮

ら
し
ぶ
り
を
考

え
る
と
、
自
分

も
贅
沢
は
で
き

な
い
と
思
い
質

素
・
倹
約
に
努

め
て
き
た
。ゆ
え
に
こ
の
弁
当

の
中
身
も
色
の
黒
い
稗
飯
（
ひ

え
め
し
）で
あ
る
。お
主
ら
に
こ

れ
を
見
ら
れ
る
の
が
辛
か
っ
た

た
め
に
、
あ
の
よ
う
な
態
度
を

と
っ
た
」と
答
え
た
。こ
の
話
は

や
が
て
主
君
・
徳
川
家
康
の
耳

に
も
入
り
、
さ
っ
そ
く
五
兵
衛

は
家
康
に
召
し
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。家
康
は
同
僚
た
ち

の
申
し
て
い
た
こ
と
に
相
違
は

な
い
か
と
質
し
た
。五
兵
衛
は

恐
縮
し
な
が
ら
あ
り
の
ま
ま
を

伝
え
た
。そ
の
様
子
を
見
て
い

た
家
康
は
、
五
兵
衛
の
実
直
な

人
柄
に
感
嘆
し
「
何
か
褒
美
を

と
ら
せ
る
。望
み
の
物
を
申
せ
」

と
投
げ
か
け
た
。し
か
し
五
兵

衛
は
ひ
た
す
ら
遠
慮
す
る
ば
か

り
で
望
み
の
物
を
言
わ
な
い
。

国
難
を
生
き
抜
く
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
退
職
者
の
会
岐
阜
県
支
部
協
議
会　
　

会
長
　
武
　
田
　
康
　
郎

湖
底
に
沈
ん
だ

徳
山
村

徳
山
村
に

伝
わ
る
民
話

「災害時緊急連絡票」作成のお願い
　昨今、多くの自然災害により、全国各地に甚大な被害が発生しました。その際、会
員の安否確認の困難さが数多く報告されています。これを受けて、岐阜県支部協議
会では、災害時の一助となればと考え作成をお願いしています。
　未だ、３割弱の方から提出がありません。未提出の方、お手元にありましたら、お送
りください。また、連絡先等に変更がある方は、ご連絡ください。

＜問合せ先＞ ＮＴＴ労組退職者の会　岐阜県支部協議会
波多野、小野（☎058-265-4041）

再周知

図－１

図－２

見事当選、皆様に感謝！！
松野とうしろう「瑞穂市議選」
見事当選、皆様に感謝！！
松野とうしろう「瑞穂市議選」

　

退
職
者
の
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
八
ッ
寺
町
」
と
い
う
コ

ラ
ム
が
あ
り
ま
す
。岐
阜
県
下
各
地
の
歴
史
や
特
産
品
な
ど
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。こ
こ
数
回
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」の
特
集
を
連
載
中
で
す
。そ
こ
で

今
回
は「
特
別
編
」と
し
て
、現
存
し
て
い
な
い
集
落「
揖
斐
郡
・

徳
山
村
」に
つ
い
て
特
集
し
て
み
ま
し
た
。

徳山村異聞
── 会長コラム　　　

　　　　　　八ツ寺町・特別編 ──
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米
　
寿（
88
歳
）

【
岐
阜
】橋
本　
要
三　
柳
原
ふ
じ
え

　
　
　
藤
井
伊
佐
夫

【
西
濃
】水
谷
登
代
子　
長
谷
川　
保

【
中
濃
】林
田　
昌
昭　
渡
辺　
こ
と

【
東
濃
】藤
井
美
喜
男

【
飛
騨
】阪
本　
　
督

傘
　
寿（
80
歳
）

【
岐
阜
】後
藤　
政
子　
松
巾　
敏
夫

　
　
　
児
玉　
　
晃　
角　
　
正
行

　
　
　
浅
野　
皖
司　
後
藤　
紀
一

　
　
　
鷲
見　
民
雄　
中
村　
高
司

　
　
　
後
藤　
絹
子

【
西
濃
】伊
藤　
紀
子　
久
保
田
光
子

　
　
　
渡
辺
美
代
子　
酒
井　
茂
男

【
中
濃
】河
村
紀
代
子　
渡
邉　
政
勝

　
　
　
坂
井　
和
夫　
谷
澤
外
史
子

【
東
濃
】高
橋　
直
志　
佐
藤　
俊
子

　
　
　
石
山　
貫
治　
宮
嶋　
正
孝

　
　
　
田
中
多
津
子　
加
藤　
衛
司

【
飛
騨
】小
西　
慧
子　
今
井　
一
枝

　
　
　
谷
口　
吉
一

【
岐
阜
】今
井　
武
志　
池
戸　
公
子

　
　
　
藤
田　
節
子　
樋
口　
景
司

　
　
　
藤
田　
勝
孝　
中
村　
孝
子

　
　
　
丹
羽
美
那
子　
大
森　
徳
一

　
　
　
鷲
見　
　
悟　
稲
垣　
郁
子

【
西
濃
】青
木　
弘
徂　
川
瀬　
恒
行

　
　
　
堀　
　
照
雄　
　
　
　
　
　

喜
　
寿（
77
歳
）

古
　
希（
70
歳
）

【
岐
阜
】中
川　
美
好　
小
野　
輝
雄

　
　
　
平
野　
初
美　
平
工　
　
豊

　
　
　
篠
田　
秀
文　
野
口　
峰
夫

　
　
　
石
原　
又
利　
赤
堀　
照
次

【
西
濃
】小
川
富
美
子　
山
本　
貞
一

　
　
　
三
尾　
好
市　
杉
山　
照
美

　
　
　
増
田　
清
里　
矢
野　
定
道

　
　
　
小
寺　
　
建　
松
原
た
ず
子
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●岐阜県支部協議会
　　　　　　　　武 田 会 長

　新型コロナウイルスの感染拡大防止で、自
粛の中窮屈な毎日を送っています。何もしな
いとストレスが溜まる一方ですし、心なしか老
化の速度が早まるような気がします。気のせ
いでしょうか？
　私は二つのことに取り組んでいます。ひと
つはウオーキング。体力の維持と向上を目指
し、雨の日以外ほぼ毎日歩き、距離は５キロ前
後（1時間程度）、難点はマスクをして歩くと息
苦しく、これから暑くなるともっと心配。

　もうひとつはドラム練習。高校生の頃にバ
ンドに参加したことがきっかけとなり、退職後
に再び始めました。楽譜を読むことや規則正
しくリズムを打つことが脳トレに役立つと言わ
れていますし、さらに両手・両足をバラバラに
動かすということ自体とんでもないことだと
思いながら練習に励んでいます。

　新型コロナウイルス感染拡大防
止のため、家でテレビを見ている
日々が続いています。
　二日に一度は、畑で野菜作りを
楽しんでいます。天気予報を確認
し、雨ふり前日には小松菜・ほうれ
ん草等の種まきを行い、雨降り後
には草取りを実施しています。5月
に入って、夏野菜の「キュウリ・ゴー

ヤ・ナス・トマト・ピーマン」などの植
え付けを終え、梅雨入り前に「玉ね
ぎ・にんにく」の収穫を完了させま
した。
　自然と触れ合える有意義な日々
を送っています。

●西濃地区協議会
　　　　　　　杉 野 会 長

　新型コロナウイルスで家に引きこもり、幸か不
幸か毎日孫の保育園児と遊びと勉強の相手を
し、先生方の気持ちがいやと言うほど判る日々。
ヘトヘトです。
　テレビで有機肥料栽培の緑黄性野菜は人の
心身の活力・免疫力を高める作用も有ると知り
「引きこもり」のもやもやが消え目の前が明るい
感じになりました。
　出来上がった米ぬかぼかし肥料をそら豆・ス
ナックエンドウなどに使用した所、背丈は通常の
1.5倍位で豆類は太く、大玉になり収穫量も大幅

に増加。
　ヤッター！　妻と共に嬉しくて思わず飛び上が
りました。
　米ぬかぼかし肥料は即効性・持続性が有り簡
単に作れるので有機栽培に興味のある方は是非
挑戦してみて下さい。
　新たな家庭菜園が目の前に現れます、お楽し
み・・・。

●中濃地区協議会
　　　　　　　石 原 会 長

　新型コロナの影響で、元々定年後の
暇々している身に追い打ちをかけられ、
いつもなら、毎日の「スポーツジム」や美
濃加茂健康の森・清流の里山公園に出か
けているが、車も入れない状態。行きつ
けの喫茶店・図書館・カラオケ喫茶も同
様で、もっぱら家でテレビの番と読書。お
陰でお小遣いが減らず、ありがたいよう
な・・・。

　でも、ストレスはたまりっぱなし。
　最近は、足腰を鍛えるためにポー
ルを使って近くを散歩しています。
　早くもとの生活に戻り、旧交を温
められればと思っています。

●東濃地区協議会
　　　　　　　倉 科 会 長

　まだまだ外出自粛が続く中での過ご
し方は、①朝・夕の検温②マスクの着用
③外食の自粛と買物等で月２回程外出
する位です。他は以前と変わりなく、気
が向けば下手の横好きで碁を並べた
り、また、夕方には家の裏で１年半前に
負った大怪我よる筋力低下の回復と故
障個所のリハビリを兼ねて週３日程「ス
トレッチ・歩き・ペダル漕ぎ」の運動を各

１５分程度やっているが、効果の程は定
かではない。何れにしろ今は我慢の時
と思っています。
　この寄稿が掲載される頃には、暮ら
し方も変化して行く中での日常が戻っ
ている事を願っています。

●飛騨地区協議会
　　　　　　　山 口 会 長

　飛騨地域では、幸いなことに新型コロナ
の感染者が無く、そのため、四月十四・十五
日の祭礼の準備を開始。
　ところが、陽性の観光客が飛騨を訪れた
ことで、規模は縮小。準備は通常通りとな
り、屋臺の飾り付けや辻の大提灯の設置等
完了。
　四月七日に「緊急事態宣言」が発令され
たため、体制を急遽変更し、神職と神社役

員等での祭典となりました。祭の雰囲気を
払拭するため、辻の大提灯も撤去。
　その後、全ての祭礼等は神職のみで斎
行された。
　こうして、私の四月以降の手帳は、修正
の赤ペンだらけとなるしまつ！

●岐阜地区協議会
　　　　　　　古 川 会 長

各地区協会長の自粛時取組状況

NTT-OB
岐阜グランドゴルフ同好会（岐阜）

●NTT-OB岐阜グランドゴルフ同好会は、2019
年は10月22日－22名、12月11日－25名が参加
して本巣市みどり公園で開催しましたが、今年に
入ってからは新型コロナウイルスの為、一度も開
催できていません。まだまだ新型コロナウイルス
は完全に終息していない為、当面は開催を見送
る事としました。
 今後の予定は、９月に開催を予定しています。今
年の大会は、①年会費の削減、②景品の数を増
やす、③優勝者には逆ハンディキャップを付加す
る、等の改革を検討しています。
 現在の会員数は４４名です。コロナに負けないよ
うに今後も頑張ります。 （村瀬　秀志／記）

＝地域に密着したボランティアサークル活動＝
●ＮＴＴ－ＯＢむすびの会も「コロナ」には勝てず３月
から休業状態です。
　この会は、昭和61年10月に発足、３５年を迎える
歴史あるボランティアサークル活動です。
　メンバーは、現在40名（女性：16名：男性24名）の
会員です。
　活動は、①「ひまわり学園」で、遊具・窓ガラス・固
定された扇風機・庭の手入れ・側溝等々の清掃で
す。②「大垣市総合福祉会館内」では「切手整理」③
「大垣市かわなみ作業所」では、「電子機械部品の解
体」作業、規定に沿った「買物袋の紐綴じ」、「ハン
ガー」組立作業、「菓子箱及び段ボール箱」組立作業
等々です。
　毎年10月末の土日曜日に大垣市総合福祉会館
で、年1回開催の「福祉ふれあい　ボランティアフェ
ステバル」の販売活動に従事しています。
　総会は毎年4月に開催し、話し合いの場としてコ
ミュニケーションを図っています。

NTT-OB
むすびの会（西濃）　

&


